
（参考）事業者間の協定書の例 

 

木材の安定的な取引関係の確立に関する協定書（例１－１） 

（素材生産業者 ⇔ 木材利用事業者等） 

 

素材生産業者Ａ林業株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「甲」という。）と製材業者Ｂ製材株

式会社 代表取締役社長 ○○○○（以下「乙」という。）とは、木材の安定供給に関する協定を以下

のとおり締結する。 

ただし、この協定は第三者に対するそれぞれの公正かつ自由な競争を阻害するものではない。 

 

（趣旨） 

第１条 甲、乙は、信義に従って誠実に本協定の履行に努める。 

 

（計画の作成） 

第２条 甲、乙は、取引する素材の規格及び数量に関する計画を、次の素材取引計画のとおり定める。 

素材取引計画                                （単位：m3） 

    年度 

規格 
１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 合計 

丸太（スギ、

ヒノキ） 

1,200 1,600 1,800 1,800 2,000 8,400 

    

（事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、前条の素材取引計画のとおり素材を供給する。 

 

（取引場所） 

第４条 前条の素材の供給において、乙が甲から素材を引き取る場所は次の箇所とし、これを変更する

場合は、○日前までに甲と乙で調整する。 

引取場所 ○○県○○町大字○○ □□□ Ａ林業中間土場（図面は別紙のとおり） 

 

（取引価格） 

第５条 乙が甲から引き取る素材の取引価格は、○○市場の価格を基に甲及び乙が協議の上、決定す

る。 

２ 取引価格は○ヶ月ごとに見直す。 

 

（代金の支払い） 

第６条 乙は、甲から引き取った素材の代金については、翌月○日までに甲の指定する口座に振り込

む。 

 

（変更等） 

第７条 この協定を変更又は解除しなければならない事態が発生した場合には、甲、乙で協議し、この

協定の変更又は解除をすることができる。 



２ 甲又は乙は、相手方が故意又は過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することが

できる。 

 

（期間） 

第８条 この協定の有効期間は、甲に○年○月○日に公募された樹木採取権が設定された日から５年間

とする。 

 

（協定の再締結） 

第９条 前条の期間満了の１か月前までに向こう５年間の素材取引計画について甲、乙で協議して定

め、その他については本協定と同一条件で、当該期間満了の日の翌日から５年間を有効期間として、

本協定を更新するものとし、以後も同様とする。 

２ 甲又は乙に、前項に定める本協定の更新の意向がない場合は、前条の期間満了の２か月前までに、

その旨を書面をもって申し出るものとする。 

 

（その他） 

第 10条 具体的な取引の時期、納材方法など本協定に定めのない事項については、必要に応じて甲、

乙で協議の上定めるものとする。 

 

本協定締結の証として、本協定書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。 

 

 

○○年○○月○○日 

甲 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ａ林業株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

乙 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ｂ製材株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

 

 

 

 

 

※注１ 本参考例は、審査基準等通知（国有林野の管理経営に関する法律基づく樹木採取権の設定等に

係る森林管理局 長の処分に関する審査基準等の標準例について（令和２年３月 30 日元林国経第

165 号林野庁長官通知））別紙第１の１（１）（カ）等を踏まえて作成しています。 

 

※注２ 本参考例は、樹木採取権の設定に係る要件に適合するための基本的かつ最低限の内容を例示し

たものです。実際に締結する協定書については、事業者の皆様の当事者間で必要な内容を検討

し、作成していただく必要があります。  



 

木材の安定的な取引関係の確立に関する協定書（例１－２） 

（素材生産業者 ⇔ 木材利用事業者等） 

 

素材生産業者Ａ林業株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「甲」という。）と合板業者Ｂ合板株

式会社 代表取締役社長 ○○○○（以下「乙」という。）とは、木材の安定供給に関する協定を以下

のとおり締結する。 

ただし、この協定は第三者に対するそれぞれの公正かつ自由な競争を阻害するものではない。 

 

（趣旨） 

第１条 甲、乙は、信義に従って誠実に本協定の履行に努める。 

 

（計画の作成） 

第２条 甲、乙は、取引する素材の規格及び数量に関する計画を、次の素材取引計画のとおり定める。 

素材取引計画                                （単位：m3） 

    年度 

規格 
１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 合計 

丸太（スギ、

ヒノキ） 

1,200 1,600 1,800 1,800 2,000 8,400 

    

（事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、前条の素材取引計画のとおり素材を供給する。 

 

（取引場所） 

第４条 前条の素材の供給において、乙が甲から素材を引き取る場所は次の箇所とし、これを変更する

場合は、○日前までに甲と乙で調整する。 

引取場所 ○○県○○町大字○○ □□□ Ａ林業中間土場（図面は別紙のとおり） 

 

（取引価格） 

第５条 乙が甲から引き取る素材の取引価格は、○○市場の価格を基に甲及び乙が協議の上、決定す

る。 

２ 取引価格は○ヶ月ごとに見直す。 

 

（代金の支払い） 

第６条 乙は、甲から引き取った素材の代金については、翌月○日までに甲の指定する口座に振り込

む。 

 

（変更等） 

第７条 この協定を変更又は解除しなければならない事態が発生した場合には、甲、乙で協議し、この

協定の変更又は解除をすることができる。 

２ 甲又は乙は、相手方が故意又は過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することが



できる。 

 

（期間） 

第８条 この協定の有効期間は、甲に○年○月○日に公募された樹木採取権が設定された日から５年間

とする。 

 

（協定の再締結） 

第９条 前条の期間満了の１か月前までに向こう５年間の素材取引計画について甲、乙で協議して定

め、その他については本協定と同一条件で、当該期間満了の日の翌日から５年間を有効期間として、

本協定を更新するものとし、以後も同様とする。 

２ 甲又は乙に、前項に定める本協定の更新の意向がない場合は、前条の期間満了の２か月前までに、

その旨を書面をもって申し出るものとする。 

 

（その他） 

第 10条 具体的な取引の時期、納材方法など本協定に定めのない事項については、必要に応じて甲、

乙で協議の上定めるものとする。 

 

本協定締結の証として、本協定書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。 

 

 

○○年○○月○○日 

甲 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ａ林業株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

乙 住所 ○○県○○町○○ 

                      氏名 Ｂ合板株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

  



木材の安定的な取引関係の確立に関する協定書（例１－３） 

（素材生産業者 ⇔ 木材利用事業者等） 

 

素材生産業者Ａ林業株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「甲」という。）とチップ業者Ｂチッ

プ株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「乙」という。）とは、木材の安定供給に関する協定を以

下のとおり締結する。 

ただし、この協定は第三者に対するそれぞれの公正かつ自由な競争を阻害するものではない。 

 

（趣旨） 

第１条 甲、乙は、信義に従って誠実に本協定の履行に努める。 

 

（計画の作成） 

第２条 甲、乙は、取引する素材の規格及び数量に関する計画を、次の素材取引計画のとおり定める。 

素材取引計画                                （単位：m3） 

    年度 

規格 
１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 合計 

丸太・枝条
（スギ、ヒ

ノキ） 

1,200 1,600 1,800 1,800 2,000 8,400 

    

（事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、前条の素材取引計画のとおり素材を供給する。 

 

（取引場所） 

第４条 前条の素材の供給において、乙が甲から素材を引き取る場所は次の箇所とし、これを変更する

場合は、○日前までに甲と乙で調整する。 

引取場所 ○○県○○町大字○○ □□□ Ａ林業中間土場（図面は別紙のとおり） 

 

（取引価格） 

第５条 乙が甲から引き取る素材の取引価格は、○○市場の価格を基に甲及び乙が協議の上、決定す

る。 

２ 取引価格は○ヶ月ごとに見直す。 

 

（代金の支払い） 

第６条 乙は、甲から引き取った素材の代金については、翌月○日までに甲の指定する口座に振り込

む。 

 

（変更等） 

第７条 この協定を変更又は解除しなければならない事態が発生した場合には、甲、乙で協議し、この

協定の変更又は解除をすることができる。 

２ 甲又は乙は、相手方が故意又は過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することが



できる。 

 

（期間） 

第８条 この協定の有効期間は、甲に○年○月○日に公募された樹木採取権が設定された日から５年間

とする。 

 

（協定の再締結） 

第９条 前条の期間満了の１か月前までに向こう５年間の素材取引計画について甲、乙で協議して定

め、その他については本協定と同一条件で、当該期間満了の日の翌日から５年間を有効期間として、

本協定を更新するものとし、以後も同様とする。 

２ 甲又は乙に、前項に定める本協定の更新の意向がない場合は、前条の期間満了の２か月前までに、

その旨を書面をもって申し出るものとする。 

 

（その他） 

第 10条 具体的な取引の時期、納材方法など本協定に定めのない事項については、必要に応じて甲、

乙で協議の上定めるものとする。 

 

本協定締結の証として、本協定書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。 

 

 

○○年○○月○○日 

甲 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ａ林業株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

乙 住所 ○○県○○町○○ 

                      氏名 Ｂチップ株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

 

  



木材の安定的な取引関係の確立に関する協定書（例２－１） 

（木材利用事業者等 ⇔ 木材製品利用事業者等） 

 

 

製材業者Ｂ製材株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「甲」という。）とＡ建設株式会社代表取

締役社長 ○○○○（以下「乙」という。）とは、木材の安定供給に関する協定を以下のとおり締結す

る。 

ただし、この協定は第三者に対するそれぞれの公正かつ自由な競争を阻害するものではない。 

 

（趣旨） 

第１条 甲、乙は、信義に従って誠実に本協定の履行に努める。 

 

（計画の作成） 

第２条 甲、乙は、取引する木材製品の規格及び数量に関する計画を、次の木材製品取引計画のとおり

定める。 

木材製品取引計画                             （単位：m3） 

    年度 

規格 
１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 合計 

２✕４材 720 960 1,080 1,080 1,200 5,040 

    

（事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、前条の木材製品取引計画のとおり木材製品を供給する。 

２ 甲から木材製品の供給を受けた乙は、（例：国産材２✕４住宅の建設など）新規の需要開拓の取組

を実施する。 

 

（取引場所） 

第４条 前条の木材製品の供給において、乙が甲から木材製品を引き取る場所は次の箇所とし、これを

変更する場合は、○日前までに甲と乙で調整する。 

引取場所 ○○県○○町大字○○ □□□ Ａ建設株式会社○○工場 

 

（取引価格） 

第５条 乙が甲から引き取る木材製品の取引価格は、○○市場の価格を基に甲及び乙が協議の上、決定

する。 

２ 取引価格は○ヶ月ごとに見直す。 

 

（代金の支払い） 

第６条 乙は、甲から引き取った木材製品の代金については、翌月○日までに甲の指定する口座に振り

込む。 

 

（変更等） 

第７条 この協定を変更又は解除しなければならない事態が発生した場合には、甲、乙で協議し、この



協定の変更又は解除をすることができる。 

２ 甲又は乙は、相手方が故意又は過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することが

できる。 

 

（期間） 

第８条 この協定の有効期間は、甲に○年○月○日に公募された樹木採取権が設定された日から５年間

とする。 

 

（協定の再締結） 

第９条 前条の期間満了の１か月前までに向こう５年間の木材製品取引計画について甲、乙で協議して

定め、その他については本協定と同一条件で、当該期間満了の日の翌日から５年間を有効期間とし

て、本協定を更新するものとし、以後も同様とする。 

２ 甲又は乙に、前項に定める本協定の更新の意向がない場合は、前条の期間満了の２か月前までに、

その旨を書面をもって申し出るものとする。 

 

（その他） 

第 10条 具体的な取引の時期、納材方法など本協定に定めのない事項については、必要に応じて甲、

乙で協議の上定めるものとする。 

 

本協定締結の証として、本協定書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。 

 

 

○○年○○月○○日 

甲 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ｂ製材株式会社  代表取締役社長 ○○○○ 

乙 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ａ建設株式会社  代表取締役社長 ○○○○ 

  



木材の安定的な取引関係の確立に関する協定書（例２－２） 

（木材利用事業者等 ⇔ 木材製品利用事業者等） 

 

 

合板業者Ｂ合板株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「甲」という。）とＡプレカット株式会社 

代表取締役社長 ○○○○（以下「乙」という。）とは、木材の安定供給に関する協定を以下のとおり

締結する。 

ただし、この協定は第三者に対するそれぞれの公正かつ自由な競争を阻害するものではない。 

 

（趣旨） 

第１条 甲、乙は、信義に従って誠実に本協定の履行に努める。 

 

（計画の作成） 

第２条 甲、乙は、取引する木材製品の規格及び数量に関する計画を、次の木材製品取引計画のとおり

定める。 

木材製品取引計画                             （単位：m3） 

    年度 

規格 
１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 合計 

ＬＶＬ 720 960 1,080 1,080 1,200 5,040 

    

（事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、前条の木材製品取引計画のとおり木材製品を供給する。 

２ 甲から木材製品の供給を受けた乙は、（例：国産材２✕４住宅の建設など）新規の需要開拓の取組

を実施する。 

 

（取引場所） 

第４条 前条の木材製品の供給において、乙が甲から木材製品を引き取る場所は次の箇所とし、これを

変更する場合は、○日前までに甲と乙で調整する。 

引取場所 ○○県○○町大字○○ □□□ Ａプレカット株式会社○○工場 

 

（取引価格） 

第５条 乙が甲から引き取る木材製品の取引価格は、○○市場の価格を基に甲及び乙が協議の上、決定

する。 

２ 取引価格は○ヶ月ごとに見直す。 

 

（代金の支払い） 

第６条 乙は、甲から引き取った木材製品の代金については、翌月○日までに甲の指定する口座に振り

込む。 

 

（変更等） 

第７条 この協定を変更又は解除しなければならない事態が発生した場合には、甲、乙で協議し、この



協定の変更又は解除をすることができる。 

２ 甲又は乙は、相手方が故意又は過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することが

できる。 

 

（期間） 

第８条 この協定の有効期間は、甲に○年○月○日に公募された樹木採取権が設定された日から５年間

とする。 

 

（協定の再締結） 

第９条 前条の期間満了の１か月前までに向こう５年間の木材製品取引計画について甲、乙で協議して

定め、その他については本協定と同一条件で、当該期間満了の日の翌日から５年間を有効期間とし

て、本協定を更新するものとし、以後も同様とする。 

２ 甲又は乙に、前項に定める本協定の更新の意向がない場合は、前条の期間満了の２か月前までに、

その旨を書面をもって申し出るものとする。 

 

（その他） 

第 10条 具体的な取引の時期、納材方法など本協定に定めのない事項については、必要に応じて甲、

乙で協議の上定めるものとする。 

 

本協定締結の証として、本協定書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。 

 

 

○○年○○月○○日 

甲 住所 ○○県○○町○○ 

氏名 Ｂ合板株式会社  代表取締役社長 ○○○○ 

乙 住所 ○○県○○町○○ 

氏名 Ａプレカット株式会社  代表取締役社長 ○○○○ 

  



 

木材の安定的な取引関係の確立に関する協定書（例３） 

（素材生産業者 ⇔ 卸売業者） 

 

 

素材生産業者Ａ林業株式会社代表取締役社長 ○○○○（以下「甲」という。）と卸売業者Ｉ県森林

組合連合会会長 ○○○○（以下「乙」という。）とは、木材の安定供給に関する協定を以下のとおり

締結する。 

ただし、この協定は第三者に対するそれぞれの公正かつ自由な競争を阻害するものではない。 

 

（趣旨） 

第１条 甲、乙は、信義に従って誠実に本協定の履行に努める。 

 

（計画の作成） 

第２条 甲、乙は、取引する素材の規格及び数量に関する計画を、次の素材取引計画のとおり定める。 

素材取引計画                                （単位：m3） 

    年度 

規格 
１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 合計 

       

    

（事業の実施） 

第３条 甲は乙に対し、前条の素材取引計画のとおり素材を供給する。 

２ 甲から素材の供給を受けた乙は、当該素材を乙が別途締結する協定に基づき、素材の加工を行う事

業者に供給する。 

 

（取引場所） 

第４条 前条の素材の供給において、乙が甲から素材を引き取る場所は次の箇所とし、これを変更する

場合は、○日前までに甲と乙で調整する。 

引取場所 ○○県○○町大字○○ □□□ Ａ林業中間土場（図面は別紙のとおり） 

 

（取引価格） 

第５条 乙が甲から引き取る素材の取引価格は、○○市場の価格を基に甲及び乙が協議の上、決定す

る。 

２ 取引価格は○ヶ月ごとに見直す。 

 

（代金の支払い） 

第６条 乙は、甲から引き取った素材の代金については、翌月○日までに甲の指定する口座に振り込

む。 

 

（変更等） 

第７条 この協定を変更又は解除しなければならない事態が発生した場合には、甲、乙で協議し、この



協定の変更又は解除をすることができる。 

２ 甲又は乙は、相手方が故意又は過失によりこの協定に違反したときは、この協定を解除することが

できる。 

 

（期間） 

第８条 この協定の有効期間は、甲に○年○月○日に公募された樹木採取権が設定された日から５年間

とする。 

 

（協定の再締結） 

第９条 前条の期間満了の１か月前までに向こう５年間の素材取引計画について甲、乙で協議して定

め、その他については本協定と同一条件で、当該期間満了の日の翌日から５年間を有効期間として、

本協定を更新するものとし、以後も同様とする。 

２ 甲又は乙に、前項に定める本協定の更新の意向がない場合は、前条の期間満了の２か月前までに、

その旨を書面をもって申し出るものとする。 

 

（その他） 

第 10条 具体的な取引の時期、納材方法など本協定に定めのない事項については、必要に応じて甲、

乙で協議の上定めるものとする。 

 

本協定締結の証として、本協定書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。 

 

 

○○年○○月○○日 

甲 住所 ○○県○○町○○ 

  氏名 Ａ林業株式会社 代表取締役社長 ○○○○ 

乙 住所 Ｉ県○○町○○ 

  氏名 Ｉ県森林組合連合会 会長    ○○○○ 

 


